
「金峰山少年自然の家」の再建に向けた進捗状況について 
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○ 令和２年度の取組 

金峰山少年自然の家の再建に向けて、再建地の評価、民間活力導入可能性調査等を行いながら 

基本計画の策定に取り組んでいる。 

 

（１） 再建地の決定について 

再建地については、当初、現地での建替えを基本として進めていたが、芳野、河内校区から 

他の候補地について提案を受けたため、委託業者により両地の評価を行った。 

その結果、現地は国有林に囲まれ、利用者が自然の中で共同生活ができる環境となっており 

野外活動面の評価が高かった。加えて、施設整備の面で造成費や土地購入費の必要がないこと 

工期も短縮できる点で評価が高かったこと等から、再建地を現地に決定した。 

 

（２） 民間活力導入可能性調査 

   効率的で効果的な施設整備の事業手法として、民間事業者の参画の意向や条件等を調査する 

等民間資金や経営ノウハウ導入の可能性について調査する。 

 

（３） 基本計画について 

再建にあたっては、従来の青少年教育施設としての役割を継承しつつ、地域の活性化、一般 

市民や民間企業、観光客など多くの人々に生涯を通じて利用していただける施設として整備 

するため野外教育施設運営協議会による意見や、小中学生と保護者を対象としたアンケート結果 

等を踏まえ基本計画を策定する。 

① 整備事業に向けた基本理念・基本方針 

② 施設整備計画（機能や規模、配置、設備等） 

③ 整備スケジュール 

④ 概算事業費（造成費、建設事業費、運営維持管理経費等） 等 

 

（４） 今後のスケジュール 

項目 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 6月

基本計画 ○アンケート たたき台 素案  　 ○パブコメ 決定

野外教育施設運営協議会 ○ ○ ○

民間活力導入可能性調査

議会報告 ○ ○ ○
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